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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・人事考課面接終了したため、行動観察メモ、下半期人事考課表を速やかに作成し、菅原AOMへ提出すること。
・青陽館の利用者様で喫煙中の方に関して、一日の煙草本数と禁煙の意向、禁煙意志の有無について各担当でリストに5/15までに入力すること。

保存先：みんなの共有→通所リハ→プログラムテキスト→青陽館喫煙者
・職員旅行の行程表を掲示板で確認しておくこと。不参加の場合は行事委員へ不参加届を提出するように。
・昇格試験実施予定。受験対象者である事を確認し、申し込みするように。また、申込みした際には管理者へ報告するように。
試験日程：5月28日(火)29日(水)30日(木)　
場所： メンタル4階メモリアルホール　
試験時間：17：30～18：30
申込期限：5月13日（月）～17日（金）17：00
対象職員：中級受験資格者
申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込

・プログラム6月分について、
企画書　　⇒5月20日（月）まで。
テキスト月⇒5月27日（月）まで。プログラムについて不明な点は馬場さんへ。
＜嚥下機能に関しての取り組みについて＞

田中Drより提案があり、改善取り組みを行っていくことになった。
7/11（木）～12（金）に田中Drの知り合いのOTとPTが当法人へ来訪され、現状確認を含めて講演・研修、そして現場でのケースを通してのアプローチ方法の検討を行っていく予定。
事前に当法人の現状把握をするため、下記の調査を現場で実施すること。

　１．スタッフの意識調査（アンケート）　word版
　通所・コメディカルは菅原AOMに記載したアンケートを送信すること。
　２．各部署ケースの現状　excel版
※１：回答は嚥下機能回復訓練に携わる職種である、看護、栄養、OT・PT、介護の５職種を対象とする。
※２：病院４病棟ならびに南山苑各フロアーに入院・入所の全ケースを対象とし、該当項目への振り分けを行うこと。

※上記調査は、5/13（月）の時点での入院・入所者を対象とする。
〇作業終了期日: 5/20（月）
保存先は下記とするので、各部署の取り纏めを入力保存すること。
　みんなの共有→法人本部→摂食・嚥下調査（田中Dr）
＜研修・勉強会＞

・八戸精神科医会講演会への参加について

内容：認知症ケースの食事治療と精神症状（不眠・うつならびにせん妄などへの現場対応）
日時：5/16（木）18：45～20：30

場所：パークホテル3F

・法人研修

　ビデオ研修：5月16日（木）17：30～
　場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
　テーマ：｢接遇の基礎について｣
　講師：三井住友海上火災保険株式会社　経営サポートセンター　水野　光博氏
※当日の出欠予定を記入すること。勤務で出席できない場合も記入すること。
・菅原AOMより研修案内あり。
認知行動療法、精神科アセスメント、SST、向精神薬の基礎知識についての研修。
＜利用者様情報＞

デイケア
・庭田　美紀子様～本人より、電話連絡がありしばらくデイケアを欠席する旨を話している。理由について確認するが「色々です」と答え、具体的な内容を話すことがなく、スタッフより不調が理由なのか、特別な事情があるのかを質問すると「不調ですね」と、先日にあった胃痛が原因であると話している。体調を見て利用しないまでも青陽館へ来所するのみでもするよう助言すると「考えときます」と話し終話している。口調は普段と変わらないが、語気が強く具体的な話は一切話すことがない等、以前までのスタッフ対応と異なる様子が窺えている。上記より本日欠席となる。
・成田　尚史様　～就労について内定が決まったとのこと。就労の準備や仕事が始まる為、デイケアの利用を終了したいと話している。主治医との面談後、「2ヶ月程デイケアをお休みして仕事に集中して、そのまま問題なければデイケアを終了しても良いと言われました」と話している。心身共に無理しないよう伝え、電話連絡や来所も可能である事を伝えている。
・寺沢　彩様　　～他利用者様と表情良く過ごしている。右足第5趾を曲げると痛みがあり、動かないと話す為患部を確認している。患部の発赤と軽度の腫脹があり、2週間後に再受診の予定だが、通院先に電話をし早めに受診するように助言している。
・東海林　紀子様～風邪が長引き、先日荻生内科受診し内服薬が処方となり、症状は軽減したが、便に血が混じる事があり医師へ相談し、便の検査を行う予定との事。
・川口　尚良様　～本人より電話があり、鼻汁、咽頭痛で病院受診したが、その後38.0℃台の発熱があり再受診しインフルエンザ検査施行し陰性。ウイルス性の風邪と説明があったとの事。本日は37.0℃台の発熱があるとの事でゆっくり休むように伝え終話している。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、本日は、来所時青陽館の入り口に入りたがらずにいたと情報提供がある。本日は、午前中プログラムに参加し、昼食は2/3量摂取している。昼食後、12：40「少し頭の調子が悪い」と不調の訴えが聞かれており、血圧測定実施。154/104ｍｍHg、脈拍80回/分、静養室で1時間休養している。
・倉橋　生子　様～昨日、夕食を不食。帰荘時間になっても疲れたと話し、ロッカー室にしゃがみ込んでいるため、スタッフが支えながら帰荘しており、普段より10分遅れて帰荘している。本日、青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、そのまま部屋に入り服薬時も来ず訪室。服薬の声掛けするが、無視しているため、返事はして欲しいことを伝えると、小さい声で返答していたとのこと。デイナイトケアでは、通常通りプログラムに参加し、昼食は全量摂取。食後、テーブルに伏して居眠り見られているが、静養室の利用希望はない。
・岩城　敏夫様　～青風荘より、情報提供があり、昨日本人より右手を捻ったため、痛みがあると話していたとのこと。本日は、運動療法に参加しており、痛みの訴えは聞かれていない。
ナイトケア

特になし。
